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参議院選挙

直
ち
に
声
を
上
げ
る
場
を

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
軍
事
侵
攻
が
始
ま
っ
た

２
月
24
日
午
後
、
市
民
有
志
が
立
ち
上

が
る
。
２
０
１
５
年
の
安
保
法
制
強
行
に

反
対
運
動
を
広
げ
て
い
た
「
ユ
ニ
キ
タ
」

の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
、
連
絡
を
取

り
合
っ
て
週
末
に
札
幌
駅
前
で
集
会
を
開

く
こ
と
を
決
め
た
。
２
月
27
日
か
ら
毎
週

行
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
集
会
は
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
侵
攻
反
対
、
反
戦
に
し
ぼ
っ
て
シ
ン

プ
ル
に
し
て
い
る
。
で
き
る
だ
け
多
く
の

人
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
、
ロ
シ
ア
人
へ

の
ヘ
イ
ト
や
妨
害
を
避
け
、
参
加
の
ハ
ー

ド
ル
を
下
げ
る
工
夫
だ
。
顔
出
し
Ｎ
Ｇ
の

専
用
エ
リ
ア
を
設
け
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
、

ス
ピ
ー
チ
な
ど
思
い
思
い
の
形
態
で
自
分

の
反
戦
と
平
和
へ
の
想
い
を
表
現
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

広
が
る
反
戦
の
輪

新
し
い
人
が
毎
回
参
加

　
毎
回
新
し
い
人
が
参
加
し
、
飛
び
入

り
も
多
い
。
テ
レ
ビ
を
見
て
き
た
と
い
う

中
学
生
３
人
が
ス
ピ
ー
チ
を
し
て
い
っ
た

こ
と
も
。ま
た
札
幌
在
住
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、

ロ
シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
な
ど
の
当
事
国
の

人
も
参
加
し
て
い
る
。

　
更
科
さ
ん
が
所
属
し
て
い
る
北
海
道
高

教
組
の
青
年
組
合
員
も
ず
っ
と
参
加
し
て

い
る
。「
い
ろ
ん
な
人
の
声
を
聞
い
て
、
そ

の
全
部
に
同
意
で
き
な
く
て
も
集
ま
る
こ

と
が
大
事
だ
し
、
他
者
を
理
解
す
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
っ
た
」
と
い
う
感
想
を
聞

い
た
時
、
更
科
さ
ん
は
続
け
て
き
て
よ
か

っ
た
と
感
じ
た
と
い
う
。「
東
京
で
な
く
ロ

ー
カ
ル
で
声
を
上
げ
る
こ
と
に
意
味
が
あ

る
」
と
も
。

希
望
は
若
い
人
が

来
て
く
れ
る
こ
と

　
軍
事
侵
略
が
始
ま
っ
た
時
「
信
じ
ら

れ
な
い
」「
な
ん
と
か
し
た
い
」
と
い
う

気
持
ち
で
始
め
た
。
映
画
の
よ
う
な
戦

争
の
現
実
を
報
道
で
見
て
、
何
が
で
き

る
か
考
え
た
。
一
人
の
市
民
が
「
戦
争

反
対
」
の
声
を
上
げ
る
こ
と
が
無
駄
だ

と
思
わ
さ
れ
る
こ
と
、
自
分
が
無
力
だ

と
感
じ
る
こ
と
が
一
番
怖
い
。「
一
人
に

は
一
人
分
の
力
が
あ
る
」、
こ
れ
が
国
際

社
会
も
当
事
国
も
動
か
す
力
の
源
泉
だ

と
感
じ
て
い
る
。

　
日
本
で
起
こ
っ
た
軍
備
強
化
や
核
共
有

の
議
論
に
、「
論
理
も
何
も
な
い
」、「
日

本
が
巻
き
込
ま
れ
る
っ
て
、
逆
じ
ゃ
な

い
？
」
と
考
え
る
更
科
さ
ん
。
不
安
や
怖

い
と
い
う
気
持
ち
の
人
に
「
侵
略
ダ
メ
」

と
い
う
意
思
表
示
を
し
て
い
る
人
が
い
る

こ
と
を
示
し
、
対
話
し
た
い
と
言
う
。

地
域
か
ら
一
人
ひ
と
り
が

声
を
上
げ
よ
う

　
日
本
国
憲
法
は
、
ど
う
い
う
世
界
を
つ

く
っ
て
い
く
の
か
の
モ
デ
ル
に
な
る
。
戦

争
と
平
和
の
問
題
で
も
、
経
済
覇
権
の
問

題
で
も
憲
法
は
指
標
に
な
る
。
地
域
か
ら

声
を
上
げ
る
こ
と
が
大
事
。
次
の
世
代
が

生
き
ら
れ
る
地
域
、
産
業
や
働
く
場
を

守
る
た
め
の
政
治
を
求
め
た
い
。
金
持
ち

で
も
庶
民
で
も
、
１
票
は
同
じ
。
使
わ
な

い
な
ん
て
も
っ
た
い
な
い
！

改
憲
勢
力
に

３
分
の
２
握
ら
せ
な
い

　
２
月
24
日
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
。そ
の
直
後
か
ら
、毎
週
札

幌
駅
前
で
反
戦
を
訴
え
る
市
民
有
志
に
よ
る

行
動
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
反
対
、反
戦
の
一
点

で
毎
週
２
０
０
人
近
く
が
集
ま
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
訴
え
、市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

る
。仲
間
と
一
緒
に
こ
の
集
会
を
呼
び
か
け

た
更
科
ひ
か
り
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

北海道高教組の更科ひかりさん



参議院選挙 全労連が実現をめざす要求

だ
か
ら選
挙
に

行
こ
う

2022年６月１日2022年参議院選挙号外（毎月15日発行　第３種郵便物認可）

　全労連が掲げる最低賃金1500円に、中小業者の理解も広がっています。中
小業者支援策と合わせた最賃引き上げは政治の課題です。いま、生活必需品
をはじめとする物価高騰で暮らしは大変。消費税を5％に減税すればどんなに
暮らしが助かるでしょう。税金は、軍事費ではなく、私たちの働き方と暮ら
しを改善するために使う政治に変えましょう。そのために7月の参議院選挙で
は、「私たちの１票」を投じて、要求実現を可能にする政治に転換しましょう。

①　最低賃金を全国一律で時間給1500円以
上とすること。

②　時間外労働の上限時間を引き下げ、勤務
間インターバル11時間を法制化すること。

③　選択的夫婦別姓制度実現、男女の賃金差
別の是正、女性差別撤廃条約選択議定書の
批准など、ジェンダー平等社会を実現する
こと。

④　コロナパンデミック収束まで、雇用調整
助成金や持続化給付金など国民本位のコロ
ナ対策を拡充し継続すること。

⑤　公立・公的病院等の再編・統合計画は撤
回し、医療・公衆衛生体制を抜本的に拡充

すること。ケア労働者の賃金と処遇を大幅
に改善すること。

⑥　消費税を５％に減税すること。大企業や
富裕層への適正課税と軍事費削減で、福祉
の充実と教育の無償化、公務・公共体制を
拡充すること。

⑦　化石燃料由来電源の廃止と原発の廃炉、
再生可能エネルギーへの抜本転換を推進す
ること。

⑧　憲法9条改憲反対。非核三原則の厳守、
核兵器禁止条約の批准、日米地位協定の抜
本改定、敵基地攻撃能力保有反対、辺野古
新基地建設を中止すること。

二度と沖縄を
捨て石にはさせない
沖縄にとって
選挙は命綱
沖縄県労連 穴井　輝明 議長

　ロシアのウクライナ侵略で改憲勢力が勢いを増
しています。「日本を守るため」核保有や敵基地攻
撃能力も必要だという論調です。いやいや待って
欲しい。日本に沖縄は含まれてますか？　東アジ
アで有事があれば真っ先に狙われるのは、米軍基
地のある沖縄であることは間違いありません。第
２次大戦で捨て石にされ、戦後77年基地があるが
故の苦難に置かれた沖縄が、またも捨て石にされ
るのですか。沖縄にとって選挙は命綱。ヌチカジ
リチバルぞ。

原発や核兵器に
しがみつく
勢力はゆるさない
福島県労連 斎藤　富春 議長

　今、「脱炭素」を口実に、原発を位置づける動き
があり、また、ロシアのウクライナ侵略に乗じて
米国と日本で核兵器を共有する議論まででていま
す。あくまでも原発や核兵器にしがみつく勢力を
許すわけにはいきません。復興における県民の最
大の関心は、汚染水の海洋放出問題です。実際の
海洋放出は来年4月。反対署名を広げるとともに、
市民と野党の共闘で、参議院選挙の争点に押し上
げ、必ず海洋放出を「撤回」させる決意です。

儲け優先
格差広げる政治では
私たちの要求は
実現できない

自治労連 高柳　京子 副委員長

　コロナ危機は営利を目的としない公務公共の拡
充でこそ住民を守ることができることを明らかに
しました。儲け優先で格差を広げる新自由主義の
政治では私たちの要求は実現できません。労働者
の要求は働いている時間と職場だけにとどまら
ず、労働者の人生すべてに関わります。要求実現
のためにはどうしても今の政治を変えなくてはな
りません。参議院議員選挙は住民と労働者の「い
のちと暮らしを守り切る」ことを最優先とする政
治に転換するチャンスです。

戦争も核兵器
もない世界に
参議院選挙１票を
広島県労連 神部　泰 議長

　ロシアのウクライナへの侵略で明らかになった
ことは、「核抑止力」が破綻し、無力化したという
ことです。使用を止める唯一の保証は核兵器の廃
絶しかありません。核兵器禁止条約への参加こそ、
唯一の戦争被爆国日本が選択する道です。被爆地
ヒロシマは「敵基地攻撃能力」保有や「核共有」
など軍拡をあおる勢力を決して許しません。「子ど
もたちに戦争も核兵器もない世界を残したい」。こ
の思いを参議院選挙の１票に託しましょう。

投
票
は
ど
う
や
る
の
？

参
議
院
選
挙
で
は
２
回
投
票
し
ま
す

選
挙
区
選
挙
は

候
補
者
名
で
投
票

最
初
に

次
に

比
例
代
表
選
挙
は

政
党
名
ま
た
は

候
補
者
名
で
投
票

（
記
載
例
）

比
例
代
表

  

政
党
名

（
記
載
例
）

選
挙
区

候
補
者
名

　仕事や行楽などで選挙当日に投票ができない場合、事前に投
票することができます。
　各市区町村の「期日前投票所」において、午前８時30分から午
後８時までです。郵送された「投票所入場整理券」を持参する
か、所定の書類に必要事項を記入すれば、簡単に投票できます。

期
日
前
投
票
※整理券を忘れても投票できます。

いのちと暮らし守る
大切な選挙

愛労連 西尾　美沙子 議長

　愛知では、全国一律最賃制と時給1500円の実現
で国会議員に要請し、自民党を含む14人の紹介議
員を獲得。2700人のケア労働者の声をもとに、公
立保育園などの賃上げ実施を求め県選出の国会議
員と懇談しました。ロシアの侵略戦争を止めるた
めにも、平和外交に努力し、核共有や大軍拡では
ない政治の選択が重要です。権利として持ってい
る私たちの1票はリアルに当選・落選を決める大き
な1票です。政治を動かし、つくるのは私たち。投
票に行って変えましょう。

全国一律最賃制、
賃上げ、平和外交
政治を動かすのは
私たちの１票

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に

戦
争
は
イ
ヤ
年
金
下
げ
る
な

給
料
上
げ
て

ま
と
も
に
暮
ら
し
た
い


